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市議会だより 議会の動き ２平成22年５月１日

「
議
会
改
革
」「
開
か
れ
た
議
会
」「
住
民
と
の
相
互
理
解

が
得
ら
れ
る
議
会
」を
目
指
し
、本
市
に
お
け
る
行
財
政

改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、概
ね
当

初
の
計
画
目
標
を
達
成
し
、一
応
の
成
果
を
得
た
と
評
価

し
ま
し
た
。

特
に
、低
迷
を
続
け
る
景
気
や
、減
り
続
け
る
人
口
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
を
予
測
し
、議
員
定
数
を
８
名

削
減
し
、次
期
改
選
で
16
名
と
す
る
決
断
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、本
市
の
財
政
状
況
が
引
き
続
き
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。効
率
的
な
職
員
と
予
算
の

配
分
を
行
う
と
と
も
に
、市
民
へ
の
情
報
提
供
を
十
分
行

い
、さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続

す
る
よ
う
強
く
お
願
い
し
、最
終
報
告
と
し
ま
す
。

（
開
催
日
　

１
月
８
日
）

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

迫
力
あ
る
高
画
質
な
映

像
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
へ

の
わ
か
り
や
す
い
授
業
の

実
現
及
び
情
報
活
用
能
力

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
等
を
取
得
す
る
も
の
。

・
50
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

・
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
自
立

ス
タ
ン
ド

・
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ

※
そ
れ
ぞ
れ
44
台

（
幼
・
小
・
中
学
校
及

び
公
民
館
へ
配
備
）

＝
結
果
＝

原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

（
開
催
日
　

２
月
５
日
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
　

外
４
件

（
一
般
３
件
、
予
算
１
件
）

＝
結
果
＝

い
ず
れ
も
同
意
及
び
原

案
可
決

（
全
員
賛
成
）

水
道
事
業
の
継
続
と
改
善
を
図
る
た
め
に
、毎
年
、県

知
事
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
所
管
庁
へ
の
要
望
活
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、昨
年
、初
め
て
本
市
と
県
及
び

大
田
市
の
、三
者
協
議
が
正
式
に
発
足
し
、そ
の
結
果
に

基
づ
く
対
策
が
、３
月
10
日
か
ら
12
日
に
開
催
さ
れ
た
県

議
会
の
常
任
委
員
会
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
の
合
意
に
よ
り
、受
水
料
金
の
低
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、受
水
人
口
の
減
少
、水
道
未
普

及
地
域
へ
の
事
業
拡
大
、近
い
将
来
に
検
討
さ
れ
る
県
の

受
水
施
設
の
耐
震
化
対
策
に
よ
る
受
水
費
へ
の
影
響
な

ど
を
考
え
る
と
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
将
来
に

渡
り
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、受
水
者
に
対
し
、少
し
で
も
安
価
で
安
心
、安
全

な
上
水
道
水
の
供
給
に
向
け
、更
な
る
経
営
努
力
を
求
め
、

最
終
報
告
と
し
ま
す
。

２
月
26
日
　
　
　

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

３
月
３
日
　
　
　

本
会
議
（
請
願
・
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

４
日
　
　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日
　
　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日
　
　
　

委
員
会
（
総
務
委
員
会
）

10
日
　
　
　

委
員
会
（
建
設
経
済
委
員
会
）

11
～
15
日
　

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

17
日
　
　
　

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
採
決
）

19
日
　
　
　

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
採
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

平成22年第３回議会定例会が、２月26日から３月19日までの

22日間の日程で開かれ、平成22年度当初予算を始め、市長提出議

案41件、議員提出議案８件が審議され、いずれも原案のとおり可

決されました。

また、一般質問では17名の議員が市政全般にわたって、市長

の考えをただしました。

桜江町で開催された全員協議会（2月19日）

月３ 議 会 定 例 会３月（第3回）定例会日程
平成22年

行財政改革特別委員会最終報告水道事業対策特別委員会最終報告

委
員
長
　

藤
代
　

昌
希

委
員
長
　

茅
島
　
　

昇

○
第
１
回
臨
時
議
会

○
第
２
回
臨
時
議
会



市議会だより新年度予算審議３ 平成22年５月１日

◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決
【
賛
成
全
員
】

・
特
別
会
計
予
算

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所

事
業
、
老
人
保
健
医
療

事
業
、
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道

事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
）

・
水
道
事
業
会
計

○
原
案
可
決
【
賛
成
多
数
】

・
一
般
会
計

・
特
別
会
計
予
算

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
）

◆
反
対
討
論

一
般
会
計
予
算
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

共
産
党
議
員
団
の
３
名
が

反
対
し
、
森
川
議
員
及
び

長
原
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

一般会計予算

平成平成2222年度当初予算年度当初予算平成平成2222年度当初予算年度当初予算平成22年度当初予算

50億200万円50億200万円特別会計予算
（水道事業会計除く８会計）

～5月末の市長選挙により骨格予算（選挙後の6月補正で本格編成）～

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

原
案

賛　成

＜平成22年度の主な新規事業＞

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

基幹系システム
再 構 築 事 業

子ども手当て
扶 助 費

直売所（道の駅）
整 備 事 業

道の駅（直売所）
支 援 事 業

市街地整備事業

地震防災マップ
作 成 業 務

リバーサイドパ
ーク天然芝生化
新 設 事 業

3億1,978万円

2億2,575万円

1,000万円 

505万円

2,000万円

500万円

1,207万円

基幹系システム（住民記録、税、国民

健康保険等の基幹業務にかかる電

算システム）の保守終了に伴い、全

30業務システムの再構築。

江の川右岸渡津河川敷を天然芝生

化し、スポーツや憩いの場として

提供。

・芝生の種類：バミューダグラス

直売所に太陽光発電システムを設置。

指定管理者（めぐみ）に委託する施

設の維持管理に関する経費に必要

な業務管理料。

旧済生会江津総合病院跡地に予定

されている、学校給食センターの敷

地等整備（造成）工事。

15 歳に達する日以後の最初の 3 月

31 日までの間にある子を監護する

ものに対して、月額 13,000 円支給。

・支給月　6,10,2 月

・支給見込人数　2,800 人

市内で起こりうる最大地震を表し

た「揺れやすさマップ」と、建物被害

に着目した「地域の危険度マップ」

の作成。

・印刷数　150枚（公民館単位）

多　数

136億円136億円（対前年度比9.9%減）



市議会だより 補正予算審議 ４平成22年５月１日

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

原
案

賛　成

全　員

＜平成21年度3月補正予算の主要事業＞

◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決
【
賛
成
全
員
】

・
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
及
び
第
９
号
）

・
特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
、
老
人
保
健
医
療

事
業
、
公
共
下
水
道
事

業
、
簡
易
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
）

・
水
道
事
業
会
計

○
原
案
可
決
【
賛
成
多
数
】

・
特
別
会
計
補
正
予
算

（
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
）

　

な
お
、
そ
の
他
に
審
議

さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

◆
同
意
議
案
（
１
件
）

◆
条
例
議
案
（
14
件
）

◆
一
般
議
案
（
６
件
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

同
意
及
び
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

4億2,107万円減4億2,107万円減一般会計
補正予算

1億7,649万円減1億7,649万円減特別会計補正予算
（７会計）

国からの臨時交付金を中心に補正。予算総額172億9,536万円　(参考)昨年度同月予算総額は170億2,092万円

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

ケーブルテレビ
拡 張 事 業

火葬場整備事業

地 域 活 性 化 ・
きめ細かな臨時
交 付 金 事 業

▲5,241万　　
　5,000円

▲7,199万　　
9,000円

1,700万円 

6,200万円

ケーブルテレビ拡張工事の工事

費等精査による減額。

整備中の火葬場整備費の事業費

の確定による減額。

桜寿園（桜江町小田地区）の空

調整備等の改修。

道路・歩道等の改修

＜地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業＞

　国の２次補正予算において創設された事業で、危険な橋梁の

補修等緊急経済対策の趣旨に沿ったきめ細かなインフラ整備を

行なうもの。本補正予算において総額１億4,580万円を予算化し

ている。

（上記以外に、公共道路事業費2,000万円、都市公園管理費

1,870万円、消防施設費260万円、公民館費1,250万円、生涯学習

施設管理費1,300万円を事業化）

※国の予算決定時期の関係で、市の予算計上はこの３月補正と

なり、全額繰越をする。



市議会だより議員提出議案５ 平成22年５月１日

＝内容＝　議会が担っている団体意思決定機能、

政策形成の機能、執行機関に対する監視機能及

び議会運営・管理機能の更なる充実強化を図る

とともに、公正性及び透明性の確保に努め、よ

り一層議会活動への市民参加の促進及び議会審

議の活性化を図るための基本的事項について定

める。

原案可決（賛成全員）

＝内容＝　議決事件として基本計画の策定、変

更又は廃止に関することを定めるもの。

※議決事件･･･議会で審議しなければならない

もの

原案可決（賛成全員）

＝内容＝　本年５月に予定されている改選後の

議員定数が16人となることに伴い、改選後の常

任委員会の定数を変更するとともに、所管事項

を一部見直し、あわせて名称変更を行うもの。

原案可決（賛成全員）

＝内容＝　全ての子どもたちに質の高い幼児教

育の機会を保障し、また、待機児童を解消し、

全ての子育て世帯が安心して子どもを産み、育

てる社会づくりができるための施策を求める。

原案可決（賛成全員）

＝内容＝　６ページ「総務委員会審議」及び15

ページ「請願と陳情」を参照。

原案可決（賛成全員）

高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の

推進と接種への公費助成を求める意

見書の提出について

＝内容＝　６ページ「建設経済委員会審議」及

び15ページ「請願と陳情」を参照。

原案可決（賛成多数）

日米間におけるＦＴＡ（自由貿易協定）

に関する意見書の提出について

幼児教育の無償化と保育サービスの

充実を求める意見書の提出について

江津市議会委員会条例の一部を改正

する条例制定について

江津市議会の議決に付すべき事件に

関する条例制定について

江津市議会及び江津市議会議員の活

動における基本的事項に関する決議

について

＝内容＝　島根県及び邑南町に、有限会社いわ

みファームに対する徹底した指導及び監督に基

づき、糸谷川及び下流域の河川汚濁を防止する

ことはもとより、有限会社いわみファームと共

に責任をもって損なわれた周辺環境を復元する

よう強く求める。

原案可決（賛成全員）

糸谷川及び下流域の河川汚濁につい

て島根県及び邑南町による早期解決

を求める意見書の提出について

＝内容＝　「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の趣

旨に賛同し、2010年のＮＰＴ再検討会議におい

て、同議定書を議題として提案し、その採択に

向け、核保有国を初めとする各国政府に働きか

けられるよう強く要請する。

原案可決（賛成全員）

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ

再検討会議での採択に向けた取り組

みを求める意見書の提出について

議員提出議案（８件）



市議会だより ６平成22年５月１日委員会審議内容

◆
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と

接
種
へ
の
公
費
助
成
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
（
陳
情
）

＝
内
容
＝

高
齢
者
の
死
亡
原
因
の

多
く
を
占
め
る
肺
炎
に
つ

い
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
推
進
と
接
種
へ

の
公
費
助
成
を
求
め
る
と

と
も
に
、
国
等
に
も
公
費

助
成
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

※
一
回
の
接
種
に
約
８
千

円
の
費
用
が
か
か
る
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

接
種
に
よ
る
有
効
期

間
は
。

■答
　

効
果
は
５
年
以
上
、

長
く
て
９
年
く
ら
い
続
く
。

□問
　

国
や
県
の
動
向
に
つ

い
て
は
。

■答
　

現
在
、
国
・
県
に
制

度
は
な
い
。
本
市
と
し
て

も
市
長
会
を
通
し
て
要
望

し
て
い
き
た
い
が
、
財
政

事
情
に
よ
り
『
す
ぐ
に
や

り
ま
す
』
と
は
い
え
な
い

が
、
検
討
す
る
。

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
な
し

【
賛
成
討
論
】

○
接
種
に
よ
っ
て
入
院
率

も
減
り
、
医
療
費
抑
制
な

ど
財
政
的
に
も
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
、
国

な
ど
に
も
要
望
す
る
べ
き

で
あ
る
。

○
現
実
に
医
療
現
場
で
効

果
が
あ
り
、
財
政
負
担
の

削
減
を
実
現
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
本
市
が
医
療
福

祉
に
対
し
手
厚
い
助
成
を

し
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
も

で
き
る
の
で
、
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

　

異
議
な
く
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
、
条
例
議

案
５
件
、
一
般
議
案
１

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
日
米
間
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
（
陳
情
）

＝
内
容
＝

　

政
府
に
対
し
、
わ
が
国

の
農
業
に
重
大
な
打
撃
を

与
え
る
日
米
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
を
行
わ
な
い
よ
う
国

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

し
て
ほ
し
い
。

【
委
員
質
問
】

な
し

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
農
作
物

の
輸
入
だ
け
で
な
く
、
日

本
の
工
業
製
品
の
輸
出
拡

大
交
渉
で
も
あ
り
、
貿
易

の
み
な
ら
ず
外
交
問
題
等

日
本
全
体
の
国
益
に
対
す

る
高
度
な
政
治
判
断
を
要

す
る
案
件
で
あ
り
、
地
方

議
会
か
ら
こ
う
し
た
意
見

書
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て

は
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

○
日
本
に
は
大
規
模
な
農

地
が
少
な
く
、
現
在
、
農

地
の
集
約
を
行
っ
て
、
こ

れ
か
ら
食
料
自
給
率
を
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
下
に
、
米
国
の
大

規
模
な
農
場
で
量
産
し
た

農
作
物
が
入
っ
て
く
る
と
、

日
本
の
農
業
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
関
税
を
か
け
て
日

本
の
農
業
を
守
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

○
中
山
間
地
域
で
は
農
家

に
対
す
る
戸
別
補
償
を
十

分
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
な
お
か
つ
貿
易
自

由
化
に
よ
り
日
本
の
農
林

水
産
業
が
維
持
で
き
な
く

な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い

る
。

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
多
数
』
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

◆
江
津
市
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

江
津
中
央
団
地
４
号
棟

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ

ー
ン
内
）
36
戸
の
供
用
開

始
に
よ
り
一
部
改
正
す
る
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

い
ま
ま
で
本
市
に
な

い
高
層
住
宅
で
あ
る
の
で
、

転
落
防
止
等
の
万
全
な
安

全
対
策
を
。

■答
　

建
築
基
準
法
上
設
計

に
問
題
は
な
い
が
、
管
理

責
任
が
果
た
せ
る
よ
う
再

度
現
場
を
確
認
す
る
。

＝
結
果
＝

異
議
な
く
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
、
条
例
議

案
１
件
、
一
般
議
案
２

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
８
日
、
両
委
員
会

に
お
い
て
、
所
管
事
項
の

調
査
と
し
て
、「
江
津
中
央

団
地
４
号
棟
」と「
い
わ
み

フ
ァ
ー
ム
（
邑
南
町
）
」
へ

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

総務総務・建設経済建設経済 委員会委員会
審議内容審議内容総務総務・建設経済建設経済 委員会委員会
審議内容審議内容総務・建設経済 委員会
審議内容

総

務

委

員

会

建
設
経
済
委
員
会



市議会だより７ 平成22年５月１日 一般質問

回復を待つ患者さん（済生会江津総合病院）

森 川 佳 英

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

医
師
確
保

当初予算の１％を

市長／全力で取り組む

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

読
書
教
育

国民読書年の
　　　　　施策は

教育長／読書環境を整備

□問
　

現
在
、
図
書
館
建
設

へ
向
け
て
基
本
構
想
の
策

定
中
で
あ
り
、
今
年
は
国

民
読
書
年
で
も
あ
る
。
読

書
啓
発
活
動
の
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

■答
　

読
書
啓
発
活
動
と
し

て
、
就
学
前
幼
児
に
対
し

公
民
館
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
、
小
学

校
で
は
朝
読
書
、
小
中
学

校
に
学
校
図
書
館
司
書
の

配
置
、
図
書
館
で
は
４
月

23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

や
10
月
27
日
の
文
字
・
活

字
の
日
を
通
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
読
書
意
欲
の
育
成
と

読
書
環
境
の
充
実
に
更
に

努
め
る
。

□問
　

邑
南
町
の
養
豚
場
か

ら
の
汚
水
流
出
問
題
に
つ

き
、
覚
書
の
関
係
機
関
と

し
て
、
本
市
の
基
本
認
識

と
操
業
停
止
の
地
元
要
望

に
対
し
て
の
対
応
は
。

■答
　

操
業
時
の
覚
書
に
は

業
者
が
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
後
平
成
14
年
に
業
者

と
地
元
自
治
会
と
関
係
機

関
と
し
て
旧
石
見
町
、
旧

桜
江
町
、
県
の
間
で
改
め

て
覚
書
が
締
結
さ
れ
て
お

り
、
新
市
に
お
い
て
履
行

す
べ
き
と
考
え
る
。
地
元

要
望
に
つ
い
て
は
、
地
元

と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、

行
政
間
の
協
議
に
臨
む
。 ボランティアによる朝の読み聞かせ（桜江小学校）

川 﨑 泰 孝

□問
　

世
界
で
も
異
常
な
医

師
不
足
を
招
い
た
旧
自
公

政
権
の
責
任
は
重
大
。
済

生
会
病
院
の
17
の
診
療
科
、

す
べ
て
の
機
能
別
病
棟
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

医
師
確
保
の
緊
急
対
策
を
。

■答
　

各
大
学
医
学
部
と
の

太
い
パ
イ
プ
を
保
ち
な
が

ら
、
医
療
従
事
者
の
労
働

環
境
の
整
備
、
医
師
・
看

護
師
等
の
住
宅
の
整
備
、

赴
任
さ
れ
る
家
族
の
為
の

病
後
児
保
育
の
実
施
を
す

る
。
ま
た
市
内
か
ら
の
医

学
生
を
初
め
、
医
療
従
事

者
を
目
指
す
よ
う
な
子
供

た
ち
へ
の
教
育
な
ど
旺
盛

に
展
開
す
る
。

□問
　

海
外
医
学
部
と
の
連

携
で
豊
か
な
臨
床
機
会
の

提
供
、
市
職
員
と
し
て
の

雇
用
、
独
自
の
ド
ク
タ
ー

バ
ン
ク
の
創
設
、
医
師
会

と
の
連
携
な
ど
に
当
初
予

算
１
％
（
１
億
数
千
万
円
）

を
。

■答
　

市
と
し
て
は
頑
張
る

所
は
頑
張
っ
て
、
済
生
会

へ
の
ド
ク
タ
ー
・
看
護
師

の
確
保
、
国
に
対
し
て
は

構
造
的
な
欠
陥
へ
の
是
正

要
請
。
地
域
枠
拡
大
で
の

医
師
確
保
を
受
け
入
れ
る

為
の
施
設
・
基
盤
整
備
・

体
制
・
あ
ら
ゆ
る
保
障
問

題
等
の
事
を
良
く
考
え
て

医
療
対
策
を
行
う
。



市議会だより ８平成22年５月１日一般質問

□問
　

複
式
学
級
解
消
を
目

的
に
小
学
校
再
編
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
複
式

の
授
業
も
ひ
と
つ
の
す
ば

ら
し
い
教
育
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
考
え
は
。

■答
　

児
童
の
特
性
を
把
握

で
き
、
決
め
細
や
か
な
学

習
指
導
が
で
き
、
人
間
関

係
が
深
ま
り
や
す
く
地
域

と
連
携
し
や
す
い
。
反
面
、

競
い
合
い
学
び
合
う
気
持

ち
が
薄
れ
、
評
価
が
固
定

化
し
、
学
習
意
欲
や
協
調

性
に
問
題
が
生
じ
や
す
い
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
家
で

も
、
学
校
で
も
少
人
数
の

状
況
。
教
育
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。

□問
　

跡
市
小
は
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
も
深
く
自
ら

進
ん
で
学
習
し
て
い
る
。

他
地
区
か
ら
の
受
け
入
れ

も
視
野
に
、
個
性
を
伸
ば

せ
る
特
色
あ
る
教
育
現
場

の
実
践
を
。

■答
　

学
級
内
に
、
あ
る
程

度
の
人
数
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
聞
く
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
力
、

違
う
考
え
を
理
解
す
る
力

を
養
う
。
他
地
区
か
ら
就

学
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

て
い
る
が
、
問
題
を
生
じ

や
す
い
。
学
校
運
営
や
授

業
内
容
、
地
域
行
事
な
ど

特
色
を
だ
す
必
要
が
あ
り
、

地
域
な
ど
全
面
的
な
協
力

体
制
が
必
要
。

〈県内自治体の経常収支比率〉

特
色
あ
る
教
育
実
践
を

教
育
長
／
協
力
体
制
が
必
要

学校再編

財
政
危
機

更なる
　　行財政改革を

市長／やるべきことはやる

□問
　

地
元
資
源
を
生
か
し

た
有
福
温
泉
の
振
興
と
、

生
活
に
不
可
欠
な
道
路
と

駐
車
場
を
整
備
し
た
中
心

市
街
地
の
再
開
発
に
つ
い

て
今
後
の
計
画
は
。

■答
　

有
福
温
泉
の
再
生
を

目
指
す
こ
と
が
、
地
域
の

雇
用
や
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
民
間
か
ら
の
再
生
計

画
に
対
し
、
市
で
も
回
遊

ゾ
ー
ン
や
神
楽
殿
を
整
備

す
る
た
め
地
元
協
議
会
と

話
し
合
っ
て
進
め
て
い
る
。

駅
前
は
国
県
道
の
整
備

を
含
め
て
議
論
し
て
い
る
。

新
年
度
に
旧
商
業
施
設
の

解
体
を
計
画
し
て
い
る
。

□問
　

経
常
収
支
比
率
が
悪

化
し
て
い
る
。
行
財
政
改

革
大
綱
と
財
政
危
機
打
開

緊
急
対
策
が
今
年
度
末
で

終
了
す
る
が
、
更
な
る
行

財
政
改
革
が
必
要
で
は
。

■答
　

枯
渇
が
危
惧
さ
れ
た

財
政
調
整
基
金
と
減
債
基

金
は
平
成
21
年
度
末
で
計

10
億
円
と
な
り
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。
本
市
は
他

市
に
は
な
い
先
進
的
な
施

策
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
も
や
る
べ
き
こ

と
は
や
る
。
た
だ
し
行
財

政
改
革
は
市
政
が
続
く
限

り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

森 脇 悦 朗

山根 兼三郎

総務省「平成20年度地方公共団体の

主要財政指標一覧」より

～クリック～＜経常収支比率＞

　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断

するための指標で、比率が高くなると弾力

性を失いつつあり、新規事業の実施が難し

くなる。

団体名

松 江 市

浜 田 市

出 雲 市

益 田 市

大 田 市

安 来 市

江 津 市

雲 南 市

東出雲町

奥出雲町

飯 南 町

89.0 

91.0 

92.8 

96.9 

94.2 

83.7 

97.3 

93.1 

95.2 

86.0 

87.7 

斐 川 町

川 本 町

美 郷 町

邑 南 町

津和野町

吉 賀 町

海 士 町

西ノ島町

知 夫 村

隠岐の島町

93.5 

93.1 

89.1 

93.5 

93.1 

87.8 

92.0 

94.7 

96.7 

96.3 

経常収支

比率(％)
団体名

経常収支

比率(％)

極小規模校の研究授業（跡市小学校）



市議会だより９ 平成22年５月１日 一般質問

昨年10月より始まったデマンド型生活バス（川平町）

川
の
活
用

「川の駅」の設置を

市長／要件は合致

□問
　

河
童
作
戦
と
称
し
Ｋ

で
始
ま
る
①
環
境
②
健
康

③
教
育
④
観
光
⑤
危
機
管

理
⑥
交
流
文
化
⑦
婚
活
の

７
件
の
う
ち
、
江
の
川
と

甍
街
道
を
一
体
化
し
た
観

光
地
と
し
て
の
考
え
は
。

■答
　

平
成
15
年
度
夢
街
道

ル
ネ
サ
ン
ス
の
認
定
を
受

け
た
天
領
江
津
本
町
甍
街

道
で
は
、
本
町
の
歴
史
、

文
化
、
古
い
建
物
や
通
り

を
い
か
し
た
町
並
み
整
備

を
地
域
住
民
と
共
に
進
め

て
い
る
。
江
津
工
業
高
校

生
徒
に
よ
る
空
き
家
活
用
、

船
着
場
の
提
案
も
な
さ
れ
、

江
の
川
の
歴
史
や
文
化
を

大
切
な
財
産
と
と
ら
え
、

地
域
振
興
に
繋
げ
る
よ
う

考
え
る
。

□問
　

川
の
駅
は
川
の
近
く

か
、
川
の
活
動
に
関
し
た

施
設
で
あ
る
が
、
水
の
国

を
情
報
発
信
と
交
流
の
場

と
な
る「
川
の
駅
」設
置
を
。

■答
　

「
水
の
国
」
は
水
を

テ
ー
マ
に
し
た
現
代
美
術

と
科
学
を
融
合
し
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、
水
に

つ
い
て
考
え
、
感
じ
、
知

り
、
楽
し
む
文
化
教
育
施

設
で
あ
る
。

川
の
駅
の
定
義
の
う
ち

地
域
情
報
発
信
と
交
流
施

設
機
能
は
少
な
か
ら
ず
不

足
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
の
要
件
は
合
致
し
て
い

る
と
考
え
る
。

イベント「ふらり」でにぎわう人々（江津本町）

土 井 正 人

交
通
問
題

生活交通バスの
　　　　　充実を

市長／支援のあり方を検討
長 原 富 夫

□問
　

生
活
交
通
バ
ス
は
、

共
産
党
議
員
団
が
事
あ
る

ご
と
に
取
り
上
げ
て
き
た
。

今
回
、
石
見
交
通
川
戸

線
撤
退
問
題
で
、
市
内
全

域
の
整
備
・
充
実
を
。

■答
　

川
戸
線
廃
止
・
撤
退

は
、
存
続
を
願
い
、
今
後

の
路
線
合
理
化
を
検
討
す

る
場
合
、
事
前
協
議
を
要

望
し
た
。
仮
に
川
戸
線
が

廃
止
さ
れ
れ
ば
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
混
乗
に
よ
る
代

替
案
や
市
の
支
援
の
在
り

方
な
ど
を
検
討
し
、
適
切

に
処
理
す
る
。

□問
　

来
年
度
内
に
、
山
中

線
が
開
通
す
る
。
山
中
線

を
利
用
し
、
桜
江
か
ら
国

道
２
６
１
号
を
回
っ
て
市

内
へ
帰
る
ル
ー
ト
設
定
の

検
討
を
。

■答　

市
内
循
環
バ
ス
は
、

第
５
次
総
合
振
興
計
画
の

基
本
に
あ
る
事
項
で
、
今

後
は
、
浜
田
自
動
車
道
旭

イ
ン
タ
ー
と
市
内
と
の
連

結
等
も
考
え
る
。

公
共
交
通
事
業
計
画
の

前
提
と
し
て
は
、
市
内
の

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〔
Ｊ

Ｒ
山
陰
線
、
三
江
線
、
石

見
交
通
４
条
路
線
〕
な
ど

を
維
持
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
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□問
　

女
性
特
有
の
乳
が
ん
・

子
宮
頚
が
ん
検
診
は
昨
年
、

検
診
手
帳
と
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
が
配
布
さ
れ
、
受
診

促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

取
組
み
状
況
は
。

■答
　

女
性
特
有
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
で
は
、
子
宮

頚
が
ん
は
20
歳
か
ら
５
歳

刻
み
で
40
歳
ま
で
、
乳
が

ん
は
40
歳
か
ら
５
歳
刻
み

で
60
歳
ま
で
の
女
性
に
検

診
手
帳
及
び
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
、
受
診
促

進
を
図
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
と
健
康
増
進
を
図
っ

て
い
る
。

　

現
在
、
受
診
率
は
子
宮

頚
が
ん
で
は
、
16
･
９
％
、

乳
が
ん
で
は
、
31
･
４
％

で
あ
る
。

□問
　

５
歳
刻
み
で
の
実
施

だ
が
、
今
後
も
継
続
し
て

実
施
す
る
考
え
は
。

■答
　

国
で
は
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

受
診
率
を
５
年
以
内
に
50

％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

市
町
村
の
が
ん
検
診
事
業

の
拡
大
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
本
年
度
も
財
政
措
置

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

降
は
未
定
だ
が
、
５
歳
間

隔
の
節
目
が
対
象
者
な
の

で
、
最
低
５
年
間
は
事
業

継
続
が
必
要
と
考
え
る
。

女
性
の
が
ん
対
策
を

市
長
／
全
力
で
支
援

健康増進

特
別
支
援

ぷれジョブとは？

教育長／一体となった人づくり

□問
　

特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
は
、
本
市
で
は
「
こ

と
ば
を
育
て
る
親
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
が
、
現
状
と

今
後
の
進
め
方
は
。

■答
　

平
成
21
年
５
月
１
日

現
在
、
本
市
の
特
別
支
援

学
級
数
は
、
小
学
校
が
15

学
級
で
23
名
の
在
籍
、
中

学
校
で
は
９
学
級
15
名
の

在
籍
と
な
っ
て
い
る
。
年
々

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

学
級
数
の
増
加
に
よ
り
教

室
が
不
足
し
て
い
る
。
ま

た
、
要
望
の
あ
っ
た
中
学

校
で
の
通
級
指
導
教
室
は
、

今
年
４
月
か
ら
青
陵
中
学

校
で
開
校
予
定
。

□問
　

本
市
で
は
昨
年
9
月

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
の
社

会
参
加
を
考
え
る
会
」
が

主
催
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
助
成
を
受
け
活
動
が

始
ま
っ
た
「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」

の
活
動
内
容
は
。

■答
　

特
別
支
援
が
必
要
な

小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
く
ら
い
の
児
童
・

生
徒
の
た
め
の
職
場
体
験

で
、
地
域
の
力
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
よ
う
と
の
思

い
か
ら
、
保
護
者
、
学
校
、

地
域
の
企
業
、
地
域
の
方

た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
行

っ
て
き
た
活
動
で
、
１
週

間
に
１
回
、
１
時
間
の
職

場
体
験
で
す
。

本
市
で
は
、
サ
ポ
ー
タ

ー
企
業
が
13
社
、
現
在
ま

で
に
３
名
が
体
験
中
。

永 岡 静 馬

河 野 正 行

乳がんの年間死亡数（日本人女性）/情報：国立がんセンター

製陶所（嘉久志町）で、ぷれジョブ中の生徒とジョブサポーター
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□問
　

全
国
的
に
小
中
一
貫

教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
小
中
連
携

教
育
の
検
討
・
推
進
、
小

中
一
貫
教
育
の
導
入
を
。

■答
　

江
津
東
小
と
江
東
中
、

桜
江
小
と
桜
江
中
は
、
隣

接
し
て
お
り
、
学
校
同
士

の
授
業
参
観
や
学
校
行
事

へ
の
参
加
な
ど
、
小
中
連

携
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
江
津
中
や
青
陵
中
と

い
っ
た
複
数
の
小
学
校
を

持
つ
校
区
で
は
、
複
数
の

小
学
校
間
の
交
流
や
中
学

校
と
の
交
流
を
進
め
、
連

携
教
育
を
推
進
し
た
い
。

□問
　

昨
年
２
月
に
県
立
高

等
学
校
再
編
成
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
少
子
化

が
進
む
中
、
江
津
工
業
高

校
と
江
津
高
校
の
存
続
と

維
持
発
展
を
。

■答
　

ま
だ
県
と
し
て
確
た

る
結
論
は
出
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
が
、
江
津

工
業
高
校
な
ら
び
に
江
津

高
校
は
、
本
市
に
と
っ
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
高
校

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
平

成
23
年
度
以
降
も
引
き
続

き
存
続
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
市
の
最
重
点
要
望
と
し

て
働
き
か
け
る
。

小
中
連
携
教
育
の

　
　
　
　
　
　

導
入
を

教
育
長
／
連
携
教
育
を
推
進

学校教育

文
化
施
設

複合施設の建設を

市長／十分に議論する

□問
　

図
書
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
・
美
術
館
・
博
物

館
を
一
つ
に
し
た
統
合
複

合
施
設
建
設
を
。

■答
　

図
書
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

建
設
基
本
構
想
策
定
委
員

会
で
議
論
中
で
あ
り
、
福

祉
施
設
等
の
複
合
施
設
は

別
途
検
討
す
る
。
歴
史
民

俗
資
料
館
と
し
て
の
機
能

を
図
書
館
に
持
た
せ
る
か
、

併
設
す
る
か
、
別
の
施
設

と
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て

は
、
十
分
議
論
す
る
。

□問
　

石
見
根
付
な
ど
、
人

を
呼
べ
る
作
品
や
希
少
価

値
の
あ
る
資
料
の
展
示
保

管
施
設
と
し
て
の
検
討
を
。

■答
　

本
市
が
石
見
根
付
の

発
祥
の
地
で
あ
り
、
石
見

根
付
は
、
日
本
よ
り
外
国

で
の
評
価
が
高
く
、
寄
贈

さ
れ
た
根
付
は
、
石
見
美

術
館
か
ら
返
還
を
受
け
新

し
い
図
書
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
に
展
示
し
た
い
。

古
文
書
な
ど
の
常
設
展
示

場
所
に
つ
い
て
も
議
論
し

て
い
る
。

島 田 修 二

門　　屋臣

英語の楽しさを教える江津高校英語科の生徒たち（桜江小学校）

故・七田眞氏より寄贈していただいた石見根付「百足」

（グラントワに保管中）

◆
石
見
根
付
の
特
別
展

　

平
成
22
年
４
月
28
日

（
水
）
か
ら
7
月
19
日

（
月
）
ま
で
、
島
根
県

立
石
見
美
術
館
（
グ
ラ

ン
ト
ワ
）
に
て
、
「
七

田
眞
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
心
に
」
特
別
展
を
開

催
。
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済生会江津総合病院の看護師ＯＢによるボランティア活動

□問
　

邑
南
町
の
養
豚
場
か

ら
の
糞
尿
汚
水
が
糸
谷
川

に
度
々
流
出
し
、
下
流
域

住
民
は
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
覚
書
を
締
結

し
て
い
る
関
係
機
関
の
対

応
は
。

■答
　

指
導
・
監
督
す
る
立

場
の
島
根
県
は
、
今
回
の

故
意
に
よ
る
汚
水
排
出
を

重
く
受
け
止
め
「
い
わ
み

フ
ァ
ー
ム
」
の
家
畜
排
泄

物
の
適
正
処
理
を
す
る
た

め
、
「
島
根
県
家
畜
排
泄

物
対
策
検
討
会
」
を
設
置

し
た
。

施
設
の
改
善
命
令
や
現

地
踏
査
を
し
、
指
導
・
監

督
を
強
め
て
い
る
。
近
々
、

地
元
説
明
会
を
ひ
ら
く
。

□問
　

地
元
か
ら
自
然
環
境

の
復
元
と
過
去
の
経
緯
か

ら
操
業
停
止
を
求
め
て
い

る
。
覚
書
が
違
反
さ
れ
、

生
活
環
境
を
破
壊
さ
れ
15

年
間
も
住
民
は
苦
し
ん
で

い
る
。
汚
水
流
出
対
策
を
。

■答
　

業
者
、
地
元
自
治
会

を
含
む
五
者
合
意
の
も
と

締
結
さ
れ
た
覚
書
を
違
反

し
た
こ
と
は
許
さ
れ
る
行

為
で
な
い
。
覚
書
の
遵
守

と
地
元
要
望
の
四
つ
の
項

目
の
実
施
に
向
け
て
、
島

根
県
と
邑
南
町
へ
指
導
・

監
督
を
強
く
働
き
か
け
、

早
期
に
住
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
対

応
す
る
。

「いわみファーム」への現地調査（３月８日）

医
療
連
携

医療機関の連携を

市長／役割分担が必要
山 本 　 誉

□問
　

本
市
で
の
地
域
医
療

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

の
成
果
は
。

■答
　

市
内
出
身
者
、
関
係

医
師
の
リ
ス
ト
を
作
り
、

直
接
面
談
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
た
び
重
な
る
派
遣

要
請
を
重
ね
、
７
月
下
旬

に
内
科
医
の
派
遣
あ
り
。

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
通
し
て
時
間
外
の
診
療

も
減
っ
て
い
る
。

□問
　

地
域
医
療
支
援
計
画

や
浜
田
圏
域
で
の
対
策
会

議
、
連
絡
協
議
会
等
で
の

具
体
的
な
成
果
が
見
え
て

こ
な
い
。
医
療
関
係
の
連

携
を
。

■答
　

済
生
会
江
津
総
合
病

院
と
江
津
市
医
師
会
と
の

診
療
の
連
携
と
具
体
的
な

協
力
内
容
に
つ
い
て
現
在

協
議
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

西
部
地
域
で
の
医
療
に

つ
い
て
は
役
割
分
担
が
必

要
。
受
け
持
つ
分
野
の
す

み
分
け
を
行
い
、
済
生
会

江
津
総
合
病
院
の
あ
り
方

の
検
討
が
必
要
。
ま
た
病

院
に
勤
め
る
医
療
従
事
者

の
労
務
環
境
の
整
備
、
支

え
あ
え
る
環
境
作
り
も
大

切
で
あ
り
、
総
合
的
に
進

め
て
い
く
。

※
な
お
、
学
校
再
編
の
問

題
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

汚
水
流
出
の
対
策
を

市
長
／
積
極
的
に
対
応

環境保全

田 中 直 文
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□問
　

夕
暮
れ
・
日
没
時
の

小
・
中
学
校
の
通
学
路
が

暗
い
。
行
政
が
防
犯
灯
・

街
路
灯
の
設
置
を
積
極
的

に
行
い
「
安
心
安
全
」
な

通
学
路
確
保
を
。

■答
　

安
心
安
全
は
当
地
域

の
売
り
物
で
あ
る
。
学
校

周
辺
の
道
路
照
明
等
の
設

置
基
準
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
近
日
中
に
設
置
基

準
が
出
来
た
ら
、
防
犯
灯

等
施
設
も
今
後
拡
充
す
る
。

□問
　

プ
ラ
ズ
マ
発
電
は
、

化
石
燃
料
に
代
わ
る
21
世

紀
の
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
わ
れ
て
い
る
。
研
究
所

と
の
連
携
や
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
発
電
所
誘
致
を
。

■答
　

関
連
研
究
は
、
新
た

な
技
術
開
発
で
窯
業
界
や

中
・
高
校
生
教
育
に
も
役

立
つ
の
で
連
携
を
進
め
た

い
。
環
境
に
や
さ
し
い
発

電
所
誘
致
は
、
県
や
近
隣

市
町
と
も
連
携
す
る
中
で
、

議
会
・
住
民
の
皆
様
と
い

っ
そ
う
勉
強
を
重
ね
、
チ

ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
。

安
心
安
全
な
通
学
路
を

市
長
／
施
設
拡
充
す
る

防犯対策

就
学
援
助

貧困の連鎖改善を

市長／改善・検討する

□問
　

両
親
か
ら
子
ど
も
へ

の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
た
め
に
、
就
学
援
助
制

度
の
周
知
が
必
要
。
市
の

周
知
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

利
用
者
に
不
親
切
。
改
善

を
。

■答
　

「
就
学
援
助
制
度
」

の
受
給
率
は
、
小
学
校
で

は
８
･
４
％
、
中
学
校
で

11
･
４
％
と
な
っ
て
お
り

年
々
上
昇
し
て
い
る
。
こ

の
制
度
は
必
要
な
人
に
必

要
な
援
助
の
手
を
差
し
伸

べ
る
と
い
う
大
前
提
が
あ

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

善
は
考
る
。
広
報
、
学
校

へ
の
周
知
は
今
後
検
討
す

る
。

□問
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
は
市
営
、
公
設
民
営
、

民
設
民
営
が
あ
り
、
運
営

方
法
の
見
直
し
、
待
遇
改

善
な
ど
必
要
で
は
。

■答
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
面
積
の
最
低
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
な
い
の
が
「
わ

た
づ
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

で
、
市
営
の
指
導
員
は
社

会
保
険
に
加
入
で
き
る
が
、

他
は
で
き
な
い
な
ど
労
働

条
件
で
違
い
が
有
る
。
利

用
料
は
国
の
基
準
以
下
。

今
後
は
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
含
め
て
整
理
し
て
い

く
。

石 橋 孝 義

川 上 テル子

民設民営で運営している「わたづにこにこクラブ」

ヘリカル型プラズマ実験装置（岐阜県土岐市：核融合科学研究所）

～クリック～
＜核融合エネルギー＞
核融合反応により得ら
れる新エネルギー。核
廃棄物を出さず、水中
の水素を原料とする。
※現在研究中
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和木婦人消防隊による力強い放水（平成22年消防出初式）

□問
　

今
期
４
年
間
の
一
般

質
問
の
検
証
の
う
ち
①
江

の
川
無
堤
防
地
区
の
状
況

は
。
②
若
者
定
住
住
宅
の

検
討
状
況
は
。
③
農
林
直

売
所
の
品
揃
・
出
店
取
り

や
め
の
影
響
は
。
④
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
状
況
は
。
⑤

食
育
推
進
の
講
習
や
セ
ミ

ナ
ー
の
検
討
・
協
議
会
の

設
置
は
。
⑥
子
育
て
支
援

に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

義
務
教
育
課
程
ま
で
の
検

討
を
。

■答
　

①
田
津
地
区
は
今
年

度
３
か
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
、
築
堤
計
画

策
定
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
②
当
面
は
空
き
家

活
用
で
、
定
住
住
宅
の
確

保
や
公
的
住
宅
で
若
者
定

住
を
図
る
。
③
年
間
を
通

じ
た
品
揃
え
は
ま
だ
十
分

で
な
く
、
道
の
駅
全
体
に

影
響
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
取
り
組
む
。
④
通
信

事
業
者
に
対
す
る
支
援
制

度
創
設
等
を
国
・
県
へ
引

き
続
き
重
点
要
望
す
る
。

⑤
保
護
者
世
代
の
た
め
、

土
日
の
講
演
会
等
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
推
進

会
議
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
立
ち
上
げ
準
備
を

す
る
。
⑥
県
の
改
正
に
よ

り
２
１
６
万
円
負
担
減
と

な
る
の
で
、
子
育
て
施
策

展
開
を
考
え
る
。

早期計画が望まれる無堤防地区（完成間近な渡田堤防）

消
防
行
政

女性団員の充実を

市長／前向きに検討
盆子原 民生

□問
　

地
域
消
防
団
の
活
躍

は
、
被
災
者
に
は
大
き
な

力
添
え
に
な
り
期
待
も
大

き
い
。
活
動
は
多
種
多
様

化
し
て
お
り
、
対
応
で
き

る
組
織
が
望
ま
れ
る
。
機

能
別
消
防
団
設
置
と
女
性

団
員
の
充
実
を
。

■答
　

市
よ
り
一
層
の
非
常

備
消
防
団
の
拡
充
に
は
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て

も
考
え
て
行
く
。
女
性
消

防
団
員
に
つ
い
て
は
、
現

在
各
分
団
に
配
属
さ
れ
、

消
防
団
活
動
の
一
役
を
担

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
事
は

事
実
で
あ
り
、
女
性
団
員

の
充
実
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
都
市
宣
言
し
た
本

市
に
と
っ
て
は
、
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

□問
　

女
性
消
防
団
員
の
募

集
方
法
と
配
属
、
機
能
別

消
防
団
結
成
に
つ
い
て
の

問
題
点
は
。

■答
　

各
分
団
に
お
い
て
の

募
集
と
公
募
の
方
法
が
あ

り
、
公
募
を
実
施
し
た
が

増
員
に
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
様
々
な
方
法
で
増
員

に
努
力
す
る
。
女
性
団
員

に
対
し
て
は
、
欠
員
が
生

じ
て
い
る
分
団
に
配
属
し

て
い
る
。
今
後
の
消
防
団

の
組
織
を
検
討
す
る
上
で
、

迅
速
な
活
動
が
出
来
る
よ

う
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

市
消
防
団
の
組
織
改
正
が

必
要
で
あ
る
。

無
堤
防
地
区
の
状
況
は

市
長
／
計
画
を
策
定

行政全般

藤 田 　 厚
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請願請願と陳情陳情請願請願と陳情陳情請願と陳情

＝内容＝　高齢者の死亡原因の多くを占め

る肺炎について、肺炎球菌ワクチン接種の

推進と接種への公費助成を求めるとともに、

国・県にも公費助成を要望してほしい。

＜反対意見＞　なし

採択（賛成全員）

＝内容＝　政府に対し、わが国の農業に重

大な打撃を与える日米間のＦＴＡ交渉を行

わないよう国に対して意見書を提出してほ

しい。

＜反対意見＞　なし

採択（賛成多数）

□問
　

い
わ
み
フ
ァ
ー
ム
養

豚
場
内
か
ら
の
汚
水
が
原

因
で
被
害
が
生
じ
た
場
合
、

損
害
を
補
償
す
る
べ
き
。

河
川
、
田
畑
の
損
害
の
補

償
を
。

■答
　

河
川
、
自
然
環
境
の

復
元
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

１
月
29
日
に
県
知
事
あ
て

に
地
元
か
ら
要
望
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
も
含
め
て
県
を

挙
げ
て
検
討
会
を
立
上
げ
、

現
在
は
県
土
木
部
も
入
り

検
討
さ
れ
て
い
る
。

推
移
を
見
な
が
ら
市
と

し
て
対
応
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

□問
　

養
豚
場
内
の
汚
水
流

出
も
、
す
で
に
15
年
が
経

過
。
下
流
の
八
戸
川
、
江

の
川
な
ど
の
影
響
と
今
後

の
対
策
は
。

■答
　

糸
谷
川
と
日
和
川
の

合
流
点
付
近
ま
で
に
、
伏

流
水
に
な
る
所
も
あ
り
、

合
流
点
付
近
で
は
、
幸
い

に
し
て
黒
い
濁
り
な
ど
の

汚
水
は
、
到
達
し
て
い
な

い
状
況
。
特
に
、
こ
れ
か

ら
下
流
の
被
害
に
つ
い
て

調
査
を
す
る
と
い
う
計
画

は
な
い
。

いわみファームに対し、要望書を手渡す江尾自治会代表者

損
害
の
補
償
を

市
長
／
県
の
推
移
を
見
て

汚水問題

山 中 愛 三

高齢者への肺炎球菌ワクチン接種

の推進と接種への公費助成を求め

ることについて（陳情）

日米間におけるＦＴＡ（自由貿易

協定）に関する意見書の提出につ

いて（陳情）

※12月議会での継続審査分
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請
願
書
お
よ
び
陳
情
書

の
受
付
は
、
本
会
議
初
日

の
８
日
前
の
午
前
中
ま
で

で
す
。

〔
例
〕６

月
定
例
市
議
会
で
、

本
会
議
初
日
が
６
月
10
日

の
場
合

『
６
月
２
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
市
議
会
（
９
月
定

例
市
議
会
）
に
付
託
・
審

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。江

津
市
議
会
で
は
、
定

例
会
一
般
質
問
を
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
し

て
い
ま
す
。
市
政
を
知
る

よ
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
後
は
、
初
日
及
び
最

終
日
も
放
送
す
る
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間

に
３
月
が
去
り
、
４
月
も

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
も
っ
て
今
期
で
勇

退
さ
れ
る
方
、
そ
し
て

更
な
る
市
政
発
展
の
た
め
、

次
期
に
向
け
挑
戦
を
さ

れ
る
方
、
残
さ
れ
た
１

ヶ
月
余
り
、
「
た
つ
鳥
後

を
に
ご
さ
ず
」
の
心
境
で
、

最
後
の
最
後
ま
で
議
員

と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

市
民
の
皆
様
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
様

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
土
井
正
人
）

　

議　

長　

福
原　

昭
平

　

委
員
長　

森
脇　

悦
朗

　

副
委
員
長　

山
根
兼
三
郎

　

委　

員　

島
田　

修
二

　

委　

員　

森
川　

佳
英

　

委　

員　

河
野　

正
行

　

委　

員　

藤
田　
　

厚

　

委　

員　

田
中　

直
文

　

委　

員　

土
井　

正
人

編

後

集

記

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開
対
策
特
別
委
員
会

お
知
ら
せ

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　
　

受
付
に
つ
い
て

○
議
会
の
テ
レ
ビ
放
送

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て  

先進地視察（白老町１月27日）

議会活性化特別委員会委員長 最終報告

『江津市議会及び江津市議会議員の活動における基本的事項に関する決議』（抜粋）

「議会基本条例は改選後に委ねる」「議会基本条例は改選後に委ねる」「議会基本条例は改選後に委ねる」
本特別委員会は、議会に求められている議会の権能を十分発揮し、その責務を果たしていくために

は、議会基本条例の制定は必要不可欠として、総合的に検討を行うために、平成20年 12月に設置さ

れました。

江津市議会ならではの議会基本条例を目指し、他市町の先進地を視察研究し、また、中央から講師

を招き政策法務研修や地方自治法研修などを開催し、委員会で計15回の協議を重ねてきました。

当初は、当たり前のように議会基本条例をつくる方向で検討が進められ、素案の骨格も早期にまと

まりましたが、研修や法律家の意見等に触れるたびに、我々がつくろうとしている条例は、果たして

制定すべきものなのかとの疑問を抱くようになり、他で先進的に制定されている議会基本条例は、概

ね当たり前のことを条文化しているにすぎないのではないか、という思いが払拭できなくなり、委員

会としては、条例の意義は認めるものの、議会運営については、議会内部の事柄であり、基本条例を

設けなくても十分に責務を果たすことができるのではないかとの考えに至りました。

当委員会としては、一通り条例素案は作りましたが、

成案を得るには、なおいくつかの過程が必要であり、内

容的にも、手続き的にも時間をかけて協議する必要があ

り、議会基本条例の制定は、改選後の次期議会に委ねる

こととして意見が一致しました。そうしたことから、基

本条例にかわるものとして『江津市議会及び江津市議会

議員の活動における基本的事項に関する決議』と合わせ、

議会のチェック機能の充実強化を図るために『江津市議

会の議決に付すべき事件に関する条例』（５ページ参照）

を提案することにしました。（委員長　川﨑泰孝）

○市民に開かれた議会運営を行う。○議員の会議は原則公開し、情報公開を行う。

○議員と市民が市政全般にわたり意見交換をする機会を設ける。

○議員は、公益の実現を目指した活動を行う。○議員は、政治倫理に基づき誠実な活動を行う。




